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平成平成2020年度帰国隊員報告会年度帰国隊員報告会((於：国際協力機構研究所於：国際協力機構研究所))

鳴門教育大学 教員教育国際協力センター
講師 松嵜 昭雄

課題実施機関：鳴門教育大学 教員教育国際協力センター

課題代表者名：服部 勝憲

平成平成1919年度「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業年度「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業

派遣現職教員の活動の幅を広げるハンズオン素材と派遣現職教員の活動の幅を広げるハンズオン素材と
その活動展開モデルの開発その活動展開モデルの開発

現職派遣教員を始めとする協力隊員により開発・活用
されたハンズオン素材の収集及び評価・改良
他地域の隊員が即時的に利用可能とするためのハン
ズオン素材の活動展開モデルの開発
成果の「国際協力イニシアティブ」ライブラリへの登録
による派遣隊員への支援体制の充実

• ※ハンズオン・・・直接手に触れる，実践的な，体験的な

国際教育協力に携わる大学教員をはじめとす
る活動実施者によりハンズオン素材に対する
評価・改善をおこない，その質的向上を図る

方方 法法方方 法法

各大学等で実施されている教育協力事業におい各大学等で実施されている教育協力事業におい各大学等で実施されている教育協力事業におい各大学等で実施されている教育協力事業におい

隊員からのニーズに応えるべく，ハンズオン
素材の充実を図る

各大学等で実施されている教育協力事業におい各大学等で実施されている教育協力事業におい
て開発されているハンズオン素材をて開発されているハンズオン素材を集約集約するする。。
各大学等で実施されている教育協力事業におい各大学等で実施されている教育協力事業におい
て開発されているハンズオン素材をて開発されているハンズオン素材を集約集約するする。。

隊員が現地教員(カウンターパート)と情報を共有
する視点から，集約したハンズオン素材を可能
な範囲で多言語に翻訳する。

隊員が現地教員(カウンターパート)と情報を共有
する視点から，集約したハンズオン素材を可能
な範囲で多言語に翻訳する。

ハンズオン素材に対する評価の視点を策定

新たに開発したハンズオン素材を

活用した授業実践(図工，美術)
現地で進行中の実践事例の調査

(算数，理科)
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[URL] http://incet.naruto-u.ac.jp/

海外渡航調査

小・中一貫校において授業を実施
JICA事務所と隊員を交えての協議
小・中一貫校において授業を実施
JICA事務所と隊員を交えての協議

大学を中心に実践されている活動の紹介

新たに収集したハンズオン素材を「国際協力
イニシアティブ」ライブラリへ追加登録

既に登録済みのハンズオン素材および活動
展開モデルの見直し

活動展開モデルの確認とハンズオン素材に
対する改善について意見交換


